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第 4章「道路整備に関する選好の決定要因J では独自に設計した 2002 年の「くらしと社会に関するアンケート J
に基づいて移動可能性の低い人々の交通網に関する公共事業に対する選好について明らかにしている。交通網に関す
る公共事業が移動可能性の低い人々にとって支持されるのかを明らかにすることは、所得再分配の手段を考える上で
重要な分析である。公共事業には失業対策のような所得再分配効果の側面があるからである。失業対策としての交通
網に関する公共事業を所得再分配の一手段と捉えるならば、移動可能性が低く労働移動が困難な場合、所得再分配の
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便益を確実に受けるためには全国一律的な所得再分配政策がより重要になってくる。一方、交通網に関する公共事業
には生産性上昇効果もある。労働移動が困難なものにとって、地方の交通網に関する公共事業によって、生産性が上
昇し雇用機会が増えることが期待できれば、単なる所得再分配政策よりも地方のインフラストラクチャーを整備する
ための交通網に関する公共事業を選好する可能性もある。実証分析により、地方在住及び公共事業に強い関心を持っ
ている移動可能性の低い人々はさまざまな属性をコントロールした上でも交通網に関する公共事業を支持しないこ
とが概ね示されている。
論文審査の結果の要旨
本論文は日本の地域間労働移動の決定要因を明らかにしていること、特に公共政策との関わりを実証分析している
点に特徴がある。特に、低所得者の移動可能性と生活保護の認定の地域差の関わりを実証的に分析した研究は、高い
独創性と重要な政策的含意をもっている。したがって、本論文は博士(国際公共政策)の学位を授与するにふさわし
い業績であると判断する。
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